
 

 
  
                                  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆会長あいさつ◆   

髙橋 勇雄 会長 
皆さん今日は、先日は市内8 ｸﾗﾌﾞ

合同新年会、そして場所を移して

の南ｸﾗﾌﾞ新年会に50名という多く

のご出席を頂きまして誠に有難う

ございました。お陰様を持ちまし

て昨年の例会回数24回も皆様のご協力を頂き予定通

り終了する事が出来ました事、心より感謝申し上げ

ます。新年を迎え、折り返しとなりました本日、使

命感と責任を全うすべく、肝に命じ今後の活動に邁

進する覚悟で御座いますので、今一層のご指導・ご

鞭撻を宜しくお願い致します。 

さて、昨年末の家族ｸﾘｽﾏｽ忘年会には、ご家族様 32

名、総数 81 名での華やかな忘年会を開催する事が出

来ました、皆様のご協力に感謝致します。そして、

先週木曜日には、飯坂 RC の発釜に吉田幹事、鈴木光

一会員、私の 3 名で出席して参りました。お茶会で

は羽織袴を身に付けた 10 歳と 7 歳のお孫さんから、

お茶のおもてなしを受ける等、和やかな中にも新鮮

なひと時を過ごす事が出来ました事を報告致します。 

本日は、磯部健一様の新入会員入会式が御座いま

す。入会式を終えますと、磯部会員を含め、南ｸﾗﾌﾞ

は 73 名となり、名実ともに 2530 地区 66 ｸﾗﾌﾞ中、4

番目の大組織を堅持する事になり、数的には申し分

の無いｸﾗﾌﾞとなっております。その分、数が多くな

れば、良くも悪くも影響力が出てきます。この大組

織の行動、活動に恥じぬよう、より一層の努力を重

ね、他の模範となるよう、頑張って参りましょう。 

さて入会式の後には、成蹊高校奨学金の授与式が

御座います。その後、ｸﾗﾌﾞ広報・雑誌委員会より、

ﾛｰﾀﾘｰの友読みどころ紹介、更に親睦活動委員会から、

誕生祝いと続き、後半には久米允彦ｶﾞﾊﾞﾅｰ補佐をお

迎えしての例会で御座います。後ほどの卓話楽しみ

にしております。未年は、我慢・辛抱の年と言いま

す。政治・経済にもあまり明るい材料は見受けられ

ませんが、その先にはきっと繁栄を迎えられると信

じ、頑張って参りましょう。 
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超我の奉仕 

基本方針：ロータリーに輝きを 

 本日のプログラム 
12：28 新入会員入場 

12：30 開会点鐘 

ロータリーソング（我らの生業） 

     四つのテスト 

来訪者紹介と会長挨拶 

新入会員入会式 

奨学金授与 

「ロータリーの友」読みどころ 

スマイリングＢＯＸ報告 

誕生祝い 

幹事報告 

食事 

ガバナー補佐卓話 

13：30 閉会点鐘 

     

 

 

 

 

 

 本日のソング 『我らの生業』 
 
  我らの生業さまざまなれど 

集いて図る心は一つ 
  求むるところは平和親睦 
    力むるところは向上奉仕 
  おゝロータリアン 
    我らの集い 
 

 

◆来訪者紹介◆ 
 

 

 

 

 

 

県北第一分区ガバナー補佐    久米允彦様 

県北第一分区幹事        佐藤慶行様 

東京麹町 RC 幹事         佐藤茂 様 

姉妹ｸﾗﾌﾞ担当・復興支援委員長  時園茂樹様 

◆新入会員入会式◆ 

磯部健一さんは、福島市荒

井にある、果物販売店「くだ

もの畑」を経営されており、

他に「honey bee」と言うｽｲｰ

ﾂのお店を同敷地内とｲｵﾝの

近くとに2店舗出店されてお

ります。趣味はこれと言ったものは無いとの事、身

内にﾌﾟﾛｺﾞﾙﾌｧｰ 2 人を持つ彼ですので、是非ともｺﾞﾙﾌ

を身につけ社交性も身につけて頂きたいと思ってお

ります。とにかく、何事も一生懸命に取り組む43歳、

働き盛りの男です。温かく受け入れて頂ければ幸い

です。委員会の所属には、会場監督補佐と致します。 

◆奨学金授与◆ 
高橋勇雄会長より成蹊高校3年､佐久間美華さん､2

年､大久保実季さん､1 年､大友亮さんに奨学金が授与

されました。その後成蹊高等学校本田哲郎校長より

御礼のご挨拶を頂きました。 

本田哲郎校長挨拶 

成蹊高校はｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな人間

育成の為、研修旅行はすべて

海外へ。中高一貫の良さを最

大限利用し、世の中の変化に

先駆けて人材を育成してい

きたい。ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞの活動に感謝します。 

◆「ロータリーの友」読みどころ◆ 

斎藤善重会員より、ロータリ

ーの友の読みどころを紹介頂

きました。 

 

 

◆誕生祝い◆ 

S11.1. 3 鈴木定男 会員 

S14.1.14 大橋廣治 会員 

S21.1.14 吉田和義 会員 

S23.1.11 紺野仁昭 会員 

S24.1. 8 国分秀夫 会員 

S25.1.18 浅倉俊一 会員 

S25.1.26 渡辺和裕 会員 S29.1.18 本田光男 会員 

S30.1. 3 林 克重 会員 S31.1. 1 菅野良二 会員 

S33.1.19 赤間英典 会員 S45.1. 4 笠 雅樹 会員 

高橋会長より誕生日のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄが贈呈されました。 

◆ガバナー補佐卓話◆ 

県北第一分区ガバナー補佐 

久米 允彦 様 

「ロータリーを考える」 

ﾛｰﾀﾘｰ決議 23-24 の意義で大事

なのは、第1条と第2条である。

第 1 条「超我の奉仕」の哲学に

ある「最もよく奉仕する者、最も多く報われる」の

意味は、「利己的な欲求と義務これに伴う他人の為に

奉仕したいという感情」との間に常在する矛盾を和

らげようとする哲学である。ﾛｰﾀﾘｰは奉仕の哲学を学

ぶところか、それだけではないように思える。 

第 2条ｸﾗﾌﾞの役割について、 

①奉仕の理論を学ぶ②奉仕の実例を団体で示す③奉

仕活動の実践を個人で行う④ﾛｰﾀﾘｰの奉仕理念と実

践を外部の人に受け入れてもらう 

奉仕の仕方や表現(how to)が分からないから皆で

学ぶ。誰が教えてくれるのか。皆で奉仕するのか個

人でするのか。職業奉仕の中でﾛｰﾀﾘｰの行動規範を再

確認した。4 つのﾃｽﾄはﾊｰﾊﾞｰﾄ･ﾃｰﾗｰ元 RI 会長がある

会社(倒産寸前の会社)の社長に就任して再建の為に

必要な倫理基準を簡潔かつ的確に示したもの。真実

かどうか｢嘘偽りはないか｣、みんなに公平か｢取引先

に対して公平か｣、行為と友情を深めるか｢商取引が

企業間の信用を高めると同時により良い人間関係を

構築し取引先を増やす｣、みんなのためになるかどう

か｢総ての取引先が適正な利潤を得るか｣という意味。

会員増強について、絶対的人口減少の中で男性を会

員増強のﾀｰｹﾞｯﾄにするのは限界がある。進取の気概

に富んだｷｬﾘｱはたくさんお出でになるはずであり、

社会奉仕やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱに大いに関心を持つ方がいるは

ずです。会員増強の対象は女性ではないでしょうか。 

【第 8 回理事会報告】 

①東京麹町 RC より福島県内の子供達にｿﾌﾄ玩具を送

る計画に協賛する為20万円程度の補助金の賛否につ

いて諮ったところ、全会一致で承認された。 
②東京麹町 RC と奉仕事業を共同で企画、実行してい

くため両ｸﾗﾌﾞ合同での委員会を設置したい旨の提案

があり、その賛否について諮ったところ、全会一致

で承認された。 

※ 地区情報 

1/24 第一分区新会員セミナー(福島中央 RC ﾎｽﾄ) 

1/29 福島 21RC 創立 14 周年記念例会 

今月・来月のプログラム  
1 月 21 日(水)ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽ追悼例会 21RC 合同例会 

1 月 28 日(水)ｸﾗﾌﾞﾌｫｰﾗﾑ(長期戦略について)、 

IAC 最終例会 

2 月 4 日(水) 国際旅行の日程の都合により休会 

2 月 11 日(水) 法定休日 

2 月 18 日(水) 誕生祝い、「ﾛｰﾀﾘｰの友」読みどころ、

台湾旅行報告、委員会中間報告① 

2 月 25 日(水) 会員ｽﾋﾟｰﾁ、ﾛｰﾀﾘｰ文庫感想文発表、

委員会中間報告② 


